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逐次的分解法とフィールドデソープション質量分析法によ

るペプチド混合物のアミノ酸配列決定法に関する研究
(主査)
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教授福井俊郎教授池中徳治助教授下西康嗣

論文内容の要旨

本研究は，従来，極めて困難で、あったペプチド混合物のアミノ酸配列やペプチドの C端部アミノ酸

配列を容易に決定できる新らしい方法の開発を目的として行った。

第 1 章では，現在，最も広く利用されているアミノ酸配列決定法である Edman 分解法とフィール

ドデソープション (FD) 質量分析法との組合せによるペプチド混合物のアミノ酸配列決定法について

述べる。

Edman 分解によって逐次的に遊離される N 末端アミノ酸のフェニルチオヒダントイン誘導体の
みならず，それを脱離するペプチドの質量数の変化をも解析すれば，原理的にペプチド混合物でもそ

のアミノ酸配列を決定できることを glucagon の酵素消化物などで明らかにした。

この方法によれば， Edman 法及び FD 質量分析法，それぞれ単独では成し得なかったペプチド混

合物でもそのアミノ酸配列を決定できること，また質量数の解析からアミノ酸配列をコンビュータ一

計算によって予測できることも明らかになった。

このようなモデル実験に基づいて，配列未知であった Streptomyces erythraeu s リゾチームの，

BrCN 分解によって得られる N端部ペプチド (55残基)のアミノ酸配列決定に，本方法を適用し，そ

のアミノ酸配列の決定に成功した。

第 2 章では， exopeptidase による末端からの逐次的分解法と FD 質量分析法を組合せたペプチド

の末端部アミノ酸配列決定法について述べる。

ペプチドのC 端部アミノ酸配列の決定は既存のどの方法によっても一般に困難である。カルボキシ
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ペプチダーゼ類による C 末端からの逐次的分解の様子を FD 質量分解法で解析すれば，ペプチドの質

量数の変化から，その配列を決定できることを明らかにした。

同様に，アミノペプチダーゼによる N末端からの逐次的分解との組合せについても検討し，ペプチ

ドの N端部の配列を決定できることも併せて確かめた。

論文の審査結果の要旨

洪英満君は，フィールドデソープション (FD) 質量分析法と化学的逐次加水分解法，及び計算機の

特徴を巧みに組み合せ，混合状態で存在する数種のペプチドを混合状態のままで，それぞれのペプチ

ドの一次構造を同時に決定することに成功した。さらにこの手法を蛋白質の一次構造決定法に適用し，

計算機の巧みな利用によって Streptomyces erythraeus リゾチームのプロムシアン分解によって得

られる N端部55残基のペプチドの一次構造を決定することに成功した。

同君はカルボキシペプチダーゼがペプチドのカルボキシ末端より遂次加水分解し，アミノ酸を遊離

すること，及び FD質量分析法で遊離アミノ酸及び残存ペプチドの分子量が測定し得ることに着目し，

試料ペプチドのカルボキシペプチダーゼ加水分解試料の FD 質量分析をおこない，これによって，ペ

プチドの一次構造を決定する方法をも開発した。

上記業績の基本となる同君の考え方は，従来の考え方と全く次元を異にする新しいものであり，微

量試料で実行し得る迅速な分析法である。

この成果とともに同君の業績は，理学博士の学位を授くるに充分なものと考える。
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